




 
特 記 仕 様 書    

 
     

 
1 改良目的    

 

  本工事は岩内堆肥舎攪拌機改良工事であり、以下の内容で実 

施するものとする。 
     

 
2 場所    

 
 岩内堆肥舎    

 
 帯広市岩内町東 1線 31-9    

 
     

 
3 期間    

 
  自 契約締結の翌日    

 
  至 令和 7年 12月 5日    

 
     

 
4 工事内容    

 

  現在の攪拌機に風向、風速により攪拌機運転を自動制御する

ことにより、臭気の発生を抑制することを目的とする。 
 

 
  なお、自動制御の詳細については別紙による。  

 
   

 
5 工事特記仕様書    

 
  工事についての特記仕様書は別紙による。    

 
     

 
6 工事完成時検査    

 
      工事の完成時は攪拌機のリモコンによる操作確認と風向、風速による 

      制御確認、通信確認等を行う。 



自動制御仕様 

 

① 風向、風速により攪拌機運転の入り、切りができること。 

また、風向、風速の設定 （風速 3.0m から 8.0ｍ、and、風向 0°から 50°で切り状態等）

が容易に可能なこと。 

② 夜間（11：00～5：00 程度）に風向、風速に関わりなく入り、切りができること。 

また、時間設定が容易に可能なこと。 

③ 攪拌機運転が入り、切り時にメール送信（5 箇所まで設定可能とする）できるようにす

ること （入り時間、切り時間、風向、風速が通知可能なこと）。また、ログがとれること。 

④ 24 時間通しで風向、風速のログがとれること。 

⑤ 従来どおりの柱間での運転制御（現在運転の切りは機械的に柱のフラグで行っている。

入りはリモコンで行っている）は可能とすること。 

⑥ 自動停止後のインターバル（風向、風速の急変に対する設定を調整できること）の対応。 

具体には自動停止後 10 分間停止保持等。 

⑦ 視認可能な回転灯を設置し、攪拌開始前 30 秒から回転、停止後 10 秒後まで回転させる

こと。また、回転時間について容易に変更可能なこと。 

なお、回転時は音が鳴るようにすること。 

⑧ 現在、攪拌機の運転はリモコンで行っていることから、リモコンの仕様の変更はしない

（本自動制御の不良等を考慮し旧設定へいつでも戻れるようにしたい）で、設定変更を

可能とすること（設定変更は制御盤内で行うとか）。 

⑨ 次年度 （R8 年度）以降のメンテナンス、例えば設定変更の指導、初期不良の早期対応等

の体制について、協議する。 

⑩ 使い方等のマニュアルの整備を行う。 

























名　　称 工期 直接工事費 率 増減率 共通仮設費率 補正係数 補正係数 共通仮設費

① ② ③ ④＝②＋③ ⑤ ⑥ ⑦＝①×④×⑤×⑥

建築工事

  新営工事

小計

(率対象)

建築工事

  新営工事 共通仮設費(積上げ)

小計

(率対象外)

合計

電気設備工事

  新営工事

1.5 2.90 0.00 2.90 1.00 1.00

小計

(率対象)

合計

機械設備工事

  新営工事

小計

(率対象)

合計

総計

共通仮設費 [公共建築工事共通費積算基準(R6年)]



名　　称 純工事費 率 増減率 現場管理費率 補正係数 補正係数 現場管理費

① ② ③ ④＝②＋③ ⑤ ⑥ ⑦＝①×④×⑤×⑥

建築工事

  新営工事

小計

(率対象)

合計

電気設備工事

  新営工事

21.72 0.00 21.72 1.00 1.00

小計

(率対象)

合計

機械設備工事

  新営工事

小計

(率対象)

合計

総計

現場管理費 [公共建築工事共通費積算基準(R6年)]



名　　称 工事原価 率 増減率 一般管理費等 契約保証費率 一般管理費等 工事価格

① ② ③ 率④＝②＋③ 合補正係数⑤ ⑥＝①×④×⑤ ⑦＝①＋⑥

建築工事

  新営工事

小計

(率対象)

電気設備工事

  新営工事

小計

(率対象)

17.14 17.14 0.04

機械設備工事

  新営工事

小計

(率対象)

合計

(率対象)

主たる工事：建築工事

契約保証費

端数調整

総計

一般管理費等 [公共建築工事共通費積算基準(R6年)]












